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l はじめに

局所の温熱刺激の'1:則的 2 臨床的効果について

は研究の歴史が，Ií ~、こともあって I 今 IJ まで 11:数

多くの研究成*が報告されている 1.2 ， 3 ， 4. 5 .61

局所の皮府 IC #1'1'，熱刺激を1mえると反射性の ún管

鉱張にもとずく(I"lrfrまたはi卓隔gj\位の)曲l流量

の増1m ， J土lI~l;Jdtの仁川がみられ制l織代謝が冗進す

るという ζ となどもそのひとつであり，局所の温

品刺激が鎮痛。鎮静，筋緊恨の緩 fD ，結段隙苫の

改善などをもたらし 臨床七千T悶であるという ζ

となどもそのひとつである 6 .7 .6 .9) 

また。温熱ILよる鋭梢効*についても ζζ10年

米の形態学 i 乙I， J I J!'"f:の 127JA な知見やや1 '続ペプチド
を中心とした島1M l機1ÿ;1L 1刻する研究のめざましい

進歩で飛脇町'l 1L先住4 し . 1iií'~1悩搬の伝述 ・ 制御機

構に関与する受科r.:i ，点的 ・中~K神経系，神経ペ

プテドなどの態度がよりー)凶明般になるととも

に 温熱刺激K応答するポリモ タソレ受持22 温

受容器 問調仙機賊受'行総や指熱刺激と内因性終

節抑制系との|民地など新しい )l実がかなりわかっ
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歩tιE もめざましいものがみられ'近年では癌の温

熱続法をはじめ，各fifiのIM熱治療機器による新し

い治療予法が自1)案され 臨床でも 11;く利用される

にいたっている

銭灸医下とりわけ灸療法においても段近では 1

x (もくさ)を平I)mする伝統的な温熱刺激の手法

11:改良を加えたものや屯気 ・ 光線を用いる新しい

漏熱刺激の手法がめだつようになり，また民間K

おいて b近年の健wブ ムにのって側格が安く取

り倣いも PM\.な灸療法操HiJψur) されるよう Kなっ

ている

しかし， U~f流の勢いにのって誕生した新しい灸

療法器共の ' I 'IL は l 民間での使川頻度が非常K高

くなっているにもかかわらず，その温品刺激特

判，作川機材Jが|分に明らかにされておらず 科

学的裏付けに欠けるというものも少なくない

lIk近， lHÍ らはYi l:のH むにより終種目温筒灸



86 ~~灸(制問灸〉の温熱刺撤特例

を入手し，その調熱刺激特性について検川する機

会を得た したがって，以下ではその知見にもと

ずいて現代，各局ある温灸( 1m接灸 ，力!~痕灸)の

中から特K民fmでの利用頻度の高くなっている耐

筒灸の温然刺激特性にス ポ ッ ト をあて併説する

E 各種の温筒灸の犠造とその特徴

各種の温筒灸IL!じ泊する h~造 tの特徴は。皮肉

と凪諒の聞に一定の広さの筒内空洞をE没け需主l

を媒体とした乾品刺激が手軽に行なえるょっ!c[

Jとされている ι とである

現在。市販されているdL筒灸!cは向 IAJ'~iMの 11;

さ l 形状のnなるものが各磁あり([2"[ J ) 

[11 紙筒の'[' IC 人れた文〈もぐさ)を使川[1I .'iIC ，ii;j

当世押しtJJ し I 空気問を設けて乾熱刺激をリ

えるように E夫したもの(図 2 の I ) 

[21 台座の上 IL /;IJ交を組み込み f 台座の 11 I 央に 1' 1

形の空気附を占生けて乾熱刺激を勺えるよう IC

工夫したもの(凶 2 の 2)

(31 台座の上K 車uみ込ま れたれl柱|孟1J13の然似(['[ 

住固形のlレ心 IC空洞を設けてあり。発I[ご し た

慢は皮I白表 Iflîへ向かうようIr作られている)

が燃焼したときにH1 る (ìA;V)) !-、)煙を刺激K

l 

図 2 混筒灸の構造 {尾崎による， 19871 

図 1 各種の温筒灸

鎮痛. mll叩，筋際世:の緩拘， 循院内 '， 1;'の<&丹などを
主目的として， )，止近とく IL民間lで白，f1J川矧j立が向くなっ
ている各町の協向灸

利川できるよつに工夫したもの

(41 本却でやや大担の筒内 IC太い文どきを入れ，少

し広い!如何飢域を乾熱刺激できるように工夫

したもの

(51 (品さのある)台座の中 |出にセラミック仮を

組み込み， ~年赤外線効果を 1111叫したもの

なと戸構造1111においてそれぞれ和lû 1:去されたもの

が多くある

2 

l は，紙筒の中比入れた支を(!ë川 II;IjlC趨当fo1仰し出l"使川するタイプの混筒灸の構造
!のAは押しLU UIlの持 B は， (支白人った〉温筒 C は紙筒の中田交を押しI.llし
たと ι ろで使用時白状態を示廿
2 は 台肢の中央区円形の空気附をみ吋た上正切支を組み込んたタイプの温筒灸の捕直i

2 のA は 1 台庖付温筒灸の外観 B は， その横断雨を示世
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凹 各種の温筒灸の温度変化は同一でない

市販されている各関の焔筒灸の巾からh司法 ・ 形

状のよく 似たもの 4 間百1 (前述 E の121のタイプ)

情造 ・!日状の少し呉なるもの 2 極頴 ( rìif JÆ 日 の121

と 151のタ イ プ) を選択し ，純聾!別 IL iMl ~'可灸の机度

変化を検討してみると 防造 ・ 形状のよく似たも

のでもその温度変化にそれぞれ特徴があり. I函l

でない

87 

J< 1 は! 構造・ Jf:j j)(のよく似た混筒灸A-D と

情造 ・ Jf;状の少 し児なる E. F' 1<:: ついて種類毎に

無作為抽出し，生体J土問表面上でそれぞれ380C以

t. 40 0C以上 45
0

C以上を超えたl時間(温熱の持

品，'~lI，li' nll ) を統計的に検汀したものである

J< 1 IC示すように構造 ・形状のよく似た温筒灸

A-Dのうちでも 品1むI灸 C は熱見(熱痛覚)の

附である45
0

C以上を36.0土 13 . 8秒間超え。温筒灸

表 1 各種の温筒灸の温熱持続時間 ( 生体皮膚表面よ)

種 J1i 38
0

C以上の温熱 40
0

C以上の温熱 45
0

C以上の温熱
持続時間(抄) 除名，'(1時間(抄) 持続時間(秒〕

混筒灸 A (紫) 40. 5 土 1 2 .0秒 17. 3 土 1 2.6抄 0.0 I 0.0砂

出筒灸 B (黄金) 61. 9 土 9.0秒 33 . 8 土 8.6抄 0.0 土 OOI:Þ

j品筒灸C (&'1'.> 102.6 土 9 .4抄 75.2 土 1 1. 2紗 36.0 土 1 3.8抄

似筒灸 D (ロケ y 卜 ) I 1 23.5 士 14. 3抄 98.7 士 14. 8抄 54 .8 土 1 6.3抄

1Li筒灸 E (カマヤミニ) 幻3 . 2 土 42.3秒、 217 . 5 士 39.4抄 I 1 27 . 5 土 1 9.5抄

111i筒灸 F (セラミッ 灸) 間8.5 士 37 . 2秒、 叫 5 土 22. 8砂 I 274 . 2 士 2'1. 9抄
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図 3 畠筒先D ( ロケ ッ ト灸)と混筒畳F ( セラミ ッ灸) の温度曲線

温度[jjJ k~~は ， 無作為抽tH したサンプル ( n 1 3) を生体皮肉者!日 t lL おいて点火!

燃焼さ u" t，こ時の!主的表l(iii ，'"U立の干均耐を示す



88 祖灸(温筒灸)の温熱刺激特性

Dは54 . 8土 1 6.3秒間越える また，温度感覚も

(J)ほんのり温かい( 2)温かくて気持ちがよい

(3)ちょっと熱い (4)かなり熱い (5) ピリピリま

たはチクチクと痛い (6)耐えがたく刺すように痛

の形成をみる ζ れに対 l ，温筒灸 A ， B では

45"C以上を超えない 40"C以上を超えた時間で

みても温筒灸A は 17 . 3 土 12.6秒間 温筒灸 B で

33.8r8 .6秒間とかなり短い また， {且度感覚も

(1)ほんのりと洞かい (2)嵐かくて気持ちが良いい，という感覚を生じ I しばしば施灸後K小水泡

一一- g日間表国の

初即l温度

切り文(もぐさ)

セラミフヲ板の上のセンサ 位置→(1)

セラミフ ヴ板白下のセンサ 位置→ (2)

皮膚上 5mmの空中センサーの位置→(3) 

皮膚表面上回センサー位置→(4)

(1) 

(2) 

(3) 

(.j) 

2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 分

図 4 混筒灸 F (セラミッ灸)白筒内空気層の経時的温度変化

t段は構造 1 下段は筒内温度の変化を示す

表 2 各種の温筒灸の最高温度と最高温度到達時間 ( 生体皮膚表面上)

種 傾 段高指lL度 CCl 品高温度到達時間(秒)

温筒灸A (紫) 40.2 士1. 2
0

C 92.2 土 109秒

孟l筒灸 B (黄金) 43.6 土1. 3
0

C 75.3 士 7 .4 jj>

組筒灸 C (長生) 449 土1.7"C 162.1 r 7.Hj> 

品l筒灸 D (ロケソ卜) 48.6 士 2.4
0

C 133.8 土 12.lfj>

j温筒灸 E (力マヤミニ) 46.7 土 1.3 "C 207.9 士 18.3秒

組筒灸 F (セラミソ灸) 49.6 土1. 6"C 394.3 土 15.7秒

<注 サン プJレは無作為11111却で n ~13> 
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写真 1 ( CONTORO L ) ー左右胃命 写真 4 ( 点火後 3 分経過時〕 ー胃命ー

主ヨ白胃仰と温筒灸(ロケァ l 灸)をi郎、たときのサ モ像 文は 1 ほほ完全側主熱エ7(，)レギーは極端ι低 Fしている

写真 2 ( 点火後 1 分経過時)ー胃命ー 写真 5 ( 点火後 4 分経過時〕 胃命

写真 3 ( 点火後 3 分経過時〕 ー胃命 写真 6 (温筒灸除去 ( 4 分10抄経過時のサー モ像) )

図 5 温筒灸o ( ロケット灸)のサーモグラフィ による検討

ー左右胃命のロケッ ト灸刺激時の皮庖温変化ー



同 出灸 ( i'li~筒灸)の温熱刺激特性

写真 1 (CONTORO L) ー左右胃命ー

左右目命の禍筒灸(セラミッ灸)の施灸前サーモ像

写真 2 (点火後 1 分経過時 ) ー 胃命

写真 3 ( 点火後 3 分経過時〕 胃命

写真 4 ( 点火後 5 分経過時〕 ー胃命ー

施灸部l肉ドの皮lI~ti，\i目立は40"Cを超え l 局所温!品が出現する

写真 5 ( 占 火後 7 分経過時〕 ー 胃命

写真 6 ( 点火後 9 分経過時〕 ー 胃命ー

図 6 昆筒灸 F (セラミッ灸)
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写真 7 ( 点火後 11 分経過時 ] ー 胃命ー 写真10 (温筒灸除去 (14分川秒主干過時のサ モ像))

写真 8 ( 占火後1 3分経過時〕 ー胃命ー 写真11 ( 混筒灸除去後 1 分経過時〕 ー宵命ー

写真 9 ( 点火後 14分経過時] ー 胃命 写真12 ( 温筒灸除去後 3 分経過時〕 ー胃命ー

のサーモグラフィによる検討 ー左右胃命のセラミッ灸刺激時の皮膚温変化ー



92 福灸(i日向灸)の温晶刺搬特性

(3)ちょっ と軌い ，とい う 感覚を見るに と どまり，

施灸後に水泡を形成する乙ともな い

乙の ζ とは 市販の温筒灸にはWJ造 ・ 形状のよ

く似たタイプで も，持続性温U'~の範囲から熱党

(熱痛党) の範囲の!謀党を誘発させるず イ プのも

のと持続性温覚の範聞の感覚を誘発させるタイプ

のものがある乙とを恕味し I それぞれの温熱の入

力変化様式が同一でないという ζ とを示唆する

それでは I 構造・ 形状の異なる温筒灸の温度変

イ1ニはどうかワ

表 1 1<:示す構造 ・ 形状の異なる/品筒灸 Eでは I

熱刺激が侵害性となる45
0

C以 上を J 27 . 5 土 19 . 5秒

間，温筒灸 F では 1 幻4. 2 ，， 24.9秒間]越え I いず

れも段高混l皇約47
0

C (~"M筒灸 E ) または約50
0

C

〈温筒灸F)以内を約 2 - 5 分間 I 。日熱が持続す

るという特徴があ り， i~HJr曲線でみると ζの特徴

は，さらにはっきりする

図 3 は f 温度変化の大きく相逃する温筒灸 2 極

類(温筒灸D と混筒灸1')の綬Il.lj的施l豆変化(皮

h可表i而温度の平均値 ， n ~ J 3) を対比したもので

ある 両白閣では 400C以上の組熱持続時nXJで約

4.51音， 45 0C以上の瓜熱持続時間で約5 .0倍とい

うように構造 ・ Jf3状の相違は I 大きな棉熱刺激上

の迎いとなっている乙とがわかる

図 4 は，今回の温筒灸の検討で構造面，温度変

化面で他の温筒灸IC比較して絡段の相違をみた温

筒灸 Fの構造と筒内宅気鹿ならびに皮I苛表而上の

温度ヒ討の変化を示 したものである ζの j曲作j灸

では 熱源となっている切支の燃焼中の内古;110高

温度は， 600-700
o

C前後と日く。セラミッヲ仮

上に泣いたセンサーで記録した切支底面 (セラミ

ッヲ板と切支底I日の接触商〕の温度でも3000C以

上と非常に高い しかし セラミック板の Fの筒

内iM l.stはそれほど日くなく . 熱源からの~ê阿佐 Iζ比

例 して泣くなるほど安定的に低くなってい る

なお.各援の協筒灸の最高温度 I 最高tlA度flJ i圭

時JHJの相違 ICついては，表 2 1<:示す通 り であり

I量 I~::j温度は約40-印。C前後，k(向混度到J i主時間は

神経軸索反射 ? →
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図 7 局所の温熱刺激の生理的効果 ( Still w " ， G. K による 1963 )
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図 8 温覚の強さと刺激面積 l 刺激部位による差異 ! 時間的加重 I 空間的加重

A : i日党の強さ と刺激面積のl剖係を示す (Stevens ， J. C らによる 。 1 974 . ) 

調nは刺激する面積が大き いほど強い(j) 同-i1iîW ， 同ーの視熱刺激条判でも刺激する部位

ιよって踊貨の強古は異なる (1) 部位差は温然車峨! (欣射熱 縦軸)が号弘、ときに帯 I1!Jであり 。
強い温熱刺激では部位去ら小さい (2)

日 間一部位(前額部〉白羽熱刺激であ っても! 刺激時間(図中山数字と砂)が長いほど温党は強

くなる(温党四時IMJ的加重) (Marks , L , E らによる， 1973. ) 

C: J;本の神経支配領按の l 点または 2 点の面績を単独または同時刺散した場合と 2 本の異なる神

経支配領蟻で半分ずつ両側に分かれた 2 点を同時刺激した場合白温熱刺激(放射熱〉の関係

を示す 後者では前者比比L- ， Imill (空間的加屯)がみられる (Marks ， L , E による

1974. )丸司1は6. lcO ， jfJ印は J2.2còの刺激而飢である)



94 机灸(i日筒灸)の温fJ刺激特!'I

約 I 分30抄-6 分30秒前後lζ設定されている

以上のよう K 温間灸の温度変化は同一ではな

く 各種の温問灸は熱源となる支の品質，切交の

大きさ 筒内宅気回の広さなど その情造 " Jf~状

(C由来する禍熱刺激特性(温度変化 ì，11μ'A刺激の

持続時間 I 刺激する皮悶而騎の大きさなど)を有

し 感覚内容の質や祝熱刺激のEIを j1tlとしてい

る

W 温筒灸による皮膚温熱刺激の意味は何か

温度変化， fml熱刺激の持続時間 ~;rJ激する皮府

面積の大きさなどが大きく 相違司 る 2 間帯lの編筒

灸D と温筒灸 F をIHい?サーモグラフィで刺激前

と刺激後の股j~部末梢循環動態(健康成人)を比

較検討してみると， 2 種類の温筒灸とも胞灸中，

施灸後に刺激局jiJrを! 11心と した皮肉i，\'!lの上昇を見

る(図 5 ，凶 6 ) また !乙の皮肉棋の 1- 好は。

A 非常に快適 + 2 卜 ・・・ ・・ 。国. 。。. . - .、 。 。

快適 + 1 ト・・・ .. ・ 。 。 。

" 
• 0 。. . 。

普通 0 ト
.. 。。

5 、 。

。。 ♂
。

不快 ∞。 -. .. 
。 • 。 . -

。。。 • •• 非常に不快 - 2 '\目0 0 00

' 

- 四

10 20 30 40 50 

皮膚温刺激 ("C )

温信]灸の ill-ll熱刺激効果消失後もしばらく持続し!

発赤の i~í失とともにゆっく り とした時|閉経過で元

K戻る乙とがわかる

発亦の消失11年間については， i世間灸の熱刺激に

より皮府の但(11 (火傷)を生 じた場合と生じない

場合で大きく相違するが通常 後者では淵凱刺激

の持続時間や刺激する皮膚面杭の大きい混筒灸の

方が長い

ιのょっな局所の温熱による加温の生理的効

果については l 近年， Stillwell , G. K ら

( 1 963)" が同所の温度 仁昇K 伴う鎮痛，鎮静な

らびに制 ・ 小jfljJ IIIR組、張 (C起因するいくつかの系統

的効果をあけており，皮膚受容認よりの入力が単

Iζ求心tUc潟度情報を伝達するのみでなく 局所

の発赤， Itn流祉の地加 代謝の正道，熱発生1 発

汗 l 紬;t~反射など極々の生体反応を，t じる乙とを

報告している(関 7 ) 

党感度
，
，
，

温

J
'
'

感ゐK
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図 9 温熱的快・不快感の発現機綿

A 温熱的快・ 不快感の発lJJは!皮 I!~r祖だけでは決まらない 深部体温によ っても大きく 1;~将さ
れる 閃中のO印は低/J;il'官体侃のとき !・叩は日深部体温のときを示す (Ca banac によ

る !凶69 . ) 
B 皮11\1此び探部温度受容器からの出度情報と視床下部祖度受容器から白温度情報は I 中極で統

合され， 体温を正'jf\lζ近づける }j向への皮膚温度刺激を快 I その反対を不快と感じる 図

は I その温軌的快 ・ 不快感の発現機構白モデルである ( H ardy. J. D.. Sto lwijk , J 

八 J. and Gagge , A. P らによる 1971. ) 
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また 耐!且感覚の特性として 一定の耐熱刺激

であっても刺激する面積の大きさ によって嵐党の

強さが見なる乙とや同一刺激条件でも刺激する部

位によ ってil，;\'fJ: í[ zi:異がある こと I 時1mがJIJ11 ill , 

空間的Jm ， nなどがあるこ と も報告されている (図
8)27 . 28 .l ~) 

また ヒ卜 の ?J1IIUft感覚 l乙は地度刺激を識別する

A 
盲百字見 E孝三一下吉区

ーサーモ ス タ ジ ト

(アミン作動性)
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ζ と以外 1 1: 与えられた漏熱刺激に対して温熱的

快 不快感の発現をみることも知られている ζ 

の発現綴|時については今日 まだ不明な占も多い

が Ha rdy らはとの主観的温度感覚の発現K

!土門技ぴ深m~~，品度受容器からの机!立制限や視床下

部品iU亙受存器からの渦度情報が市!設な芯昧を有し

ている ζ と さらに体温を正常 11:近づける方向

千五量才見 正寺三 寸マ 音区

一設 定点 ー
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「二コナてず六一一蒸発性熱放飲反応
干rru~ 1且1;，下 fm :>ど N A 3一一一→皮膚血廿反応

J一二コ1←iJIi ←乙一一熱産生反応
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図10 神経ベプチドによる中枢性体温調節機構

A は 1 ヒ卜以外白富民主(j O)中極性体温調節モデルを示す (Mye r"s ， R. D. IC よる， 1971. ) 

日 は ヒ y ジ，ヤゴド ウサギ町中枢位体損調節モデルを示す ( Bacon ， r ... t. &日lig h ， J 
による， 1976. ) 

八 Ch アセ チノレコリン， N E ノ Jレエピネフリン， 5 -HT セロ卜ニン， N A ノ Jレアド
レナリン



% 溢灸(温筒灸)の混熱刺激特性

への皮膚1日皮刺激を快適と感じ，その反対の場

合を不快と感じる ζ となどを報告している(図
9 ):.10.311 

他方， "品度受容伝述については I 杭受容6.~ , 

ポリモーダJレ受芥器， I:'~ r l\副他機械受容v，~の関与や

A ð , C 料Hf!の関与が向l られている 1 0.1 1, 12 , 13 

J 9 ,201 また 1 近年， Lf '11': 1'1: f<l<協調節機梢に神経

ペプチドの出l弓が rrI~な:>Jぶとなっている ζ とを

指摘する報告も多くみられる(図10) 3 2 ， 3 J) 神

経ペプチド léついては， lti近織灸領岐Kおいて

も銭麻酔の話題以後，錨鎖絹と内因性ØI痛冊IJ御機

構(図1 1) 2 1 ， HJ の l量i係Iéおいてとく lé注目され

ている物質であり 現在までK末梢 ・ 中躯内で各

種の神経ペプチドが見つかっている 1 5 ， 16 , I i , 18 , 

22 ， 23.2 ‘ 2 ~ .26 1 11邑近，脊髄Ié多数存在するペ

プチド(図J 2) の中では， 11t熱刺激とくに灸刷l控t

k深く関与すると弔えられるソマトスタチンの態

度が少しずつわかってきた

ゆえに i 以上 ζれらの瓜凱刺激([1到する知見な

らびに近年の耐熱生I'I!学の主unから l 前述の名様

~llh筒灸の机!立変化の相 l i主は，入)J系の IIJ巡 lé起因

する体協調印反応の相迎，つまり末相レベノレ léお

いてはI昂受容器，ポリモーダル佼'，!]:受容器!高閥

値機械受容認などへの闘うの仕方の相進や伝達神

経 (A ð , C 線維など)の1>11与の相違を生じると

考えられる

また.~熱刺激 léより経時的Ié変化する皮j内ま

たは深部の福!宜的報は。さらに中11':レベルKおい

て快，不快という主観的根JJ!'感覚Ié結びっく 構

造 I 形状の相逃(刺激する政府面積の大きさ，温

熱刺激の持続時間 I 制度変化などの相i主)は，結

果的Ié温犯の強きや時間的ImiJlの相i主の JJ;r因とな

り，さらに惚数以 tの奥なる!W'"frの同時温熱刺激

では温犯の空 rm rll-J l川市の相]巡を' 1 む要因になると

考えられる

したがって， ~IIII~受終日誌，ポリモータソレ位:円受容

器，高閲仙機械受容総など末柄の入力部分におけ

る温度受容上の差異は， 1J1 1é受平李総の違いという

乙とIéとどまらず。さらに次の要素，つまりイン

パルスの伝述神経の相違 t 末梢 ・ 中駆レベルにお

¥ γ/ (, 

e
 

の
。

図11 下行性客痛抑制系(櫛田による， 1982) 

DLP 背外側井、 PAG 中悩中心灰白T.t，
RD 背側鎚線核 R g C ;巨大細胞性t問機核 i

RM: f:.縫紛核 RmC 大相l脳性網峨妓

V 三文/11'続脊髄W~核 ， W 町l直i神経核

ける神経ペプチドの遊自ftのさせ)jの相i必 [1'1憾で

のインパルス F渉の起乙り )jの巡いといつように

順次発IJI! L ，人)J儀式のi韮いにはじまる一連の各

種のt主体反応の相逃は。多屯入力 11:対する末梢 ・
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OXY SI' 511T 

AöG I 叶 1 5 11T SI' I TRII 

J議し

日営/一

図12 最近の昆痘組織化学的研究でその存在が証明されている脊髄の神経ベプチ ド (鈴江による . 1983) 

~"は，神経ペプチ ドを含有する一次求心性ニュ ロンと脊髄内のニ ニL ロン，自律神経節DUニュ ー

ロ ン (介在ニ ューロ ン 脊髄固有ニュー ロ ン，自律神経節前二品 ロ ンなど) . たは。下行性線維

を示寸
凶中の破線は I 現時点で説明白弱いものである

A N G : angiotensin n , A P P : 8Vﾎan pancreatic polypeptide 

BOiv1 : bo mbes in あるいは gasLr in releasLng peptide (G L=tP ) , C C K : c holecys t.okinin , 
C C K ~ 8 : cholecystokinin octa peptide , D Y N : dynorphin , E N K : en kephalin , 
N T : neu rQ回nSln . OX Y : oxytocîn , S OM : so m a tosta lin , S P : substance P 

T R H : thyrotropin-releasing hormone. V I P : vasoactive intestinal polypeptide , 

V P : vasopress in , 5 H T : serotonin 

97 

中1ß神経系を中心と した多重統合 と多重出力の相

逃忙なると結論される

V おわ りに

昨今 I 民間では伝統的な温灸(問媛灸. j!!\痕灸

ともい う)にかわ っ て 1 手慨に行なえ a しかも有

痕灸のように痕を残さず価絡も安いという温筒灸

の活用頻度が非常K高い しかし，まだ福l筒灸を

実際の鎖灸臨床の中でi阻り倣う頻度が少ない ζ と

もあっ てその祖熱刺激特性. 作用機I，~.臨床仁の



98 tII灸(温情灸)の温凱刺激特性

有効性等よく知られていない部分も多い

今向!若者は侭恒の楓飽灸を入手し 検討する

機会を得たのでその知見にもとずいて入力部分

とくに潟筒灸の出l熱刺激特性のみを解説した 今

後 i その作用機梢 1 臨床上の有刻lJtl などに関する

不明な部分が明らかにさ れ，ますます温筒灸の J，(

礎的 ・ 臨床的研究が学問的に進展する ζ とを期待

する

稿をおわるにあたり，御教示いただいた解剖学

教室 ・ 必 ;11)忠夫教授 ? 生町1学教室 ・ 是i'~踊善彦教授

ならびに各種の楓筒灸をも到主していただいた事jl谷幸

治郎氏 l 資料作成 ! 実験に多λのど協))をいただい

た森本泰司 I 北山光氏の諸氏 1 1:深 く感謝いたし ます
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